
室戸沖南海トラフ海底長期観測ステーション周辺の

曳航体カメラ観察:K96-09 航海の結果

岩井　 雅夫＊1　門馬　 大和＊2

調査船「かいよう」によるK96-09 航海では，室戸沖南海l ラヽフ陸側斜面の長期海底観測ス

テーション設置海域周辺で，合計10 測線に及ぶ曳航体調査がなされた。曳航体に取り付けら

れたカノラシステムによる海底観察の結果，南室戸海丘東側及び南側の斜面ではトラフ側にせ

り上がる急崖(0.5-14 m ）並びに大規模崩落地形が卓越することが明らかとなった。シロウ

リガイはDT-5C,  DT-7C,  DT-9C の水深3,600 m 前後に，小規模ながら認められた。
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Deep-tow  camera observation around the long-

term  deep sea floor observatory off Muroto,

Nankai  Trough  : Results from K96-09  cruise
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A  total 10 lines were  observed around  the long-term deep  sea floor observatory  on land side

slope of Nankai  Trough  ofFMuroto  using a deep-tow  TV  system  during  R/V  Kaiyo's cruise

K96-06.  According  to the deep-tow TV  observation of sea bottom  surface, steep scarps, uplift-

ing  the trough-axis side, 0.5-14  m  height, and  submarine  slides were  dominant  at both

southern  and eastern slope of Minami  Muroto  Knoll. Clams  were  observed  at around  3,600 m

depth  of Lines DT-5C,  DT-7C,  and  DT-9C.

Key  words  : Nankai Trough,  Minami  Muroto  Knoll, Thrust  Fault, Deep-tow  observation,

Clams

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

＊Ｉ　高知大学理学部地学科

＊２　海洋科学技術センター深海研究部

＊3　Institute of Geology, Faculty of Science, Kochi University

＊４　Deep Sea Research Department, Japan Marine Science and Technology Center

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res.,  13  (1997)
5２1



１． は じ め に

南海 ト ラフは ， 世 界で も最 も典型 的な 付加帯堆 積物 を

伴 う沈 み込 み帯 として 注 目され てい る(Taira and Ashi,

1993) 。 これ まで 日仏KAIKO 計画 に よる地 形 調査 ・潜

水探 査 （ＫＡＩＫＯ Ｉ Research group, 1986 ； Le Pichion et

al., 1989 ； Kobayashi ｄα/･, 1992 ;), DSDP Leg ８７ (Kaga-

mi,  Karig,  Coulbourn,  et αL, 1986) やODP Leg １３１

(Taira,  Hill, Firth,  etal., 1991 ； Hill, Taira, Firth, et al.,

1993) に よる 付 加帯 堆 積物 の掘 削 調査 な ど， 国際 的 な

プ ロジ ェ クト研究 が盛 んに 行われ て きた。 しか るに 日仏

KAIKO 計 画 の 潜航 調 査は 南海 ト ラフで も東 部海域 に限

られ ，四 国沖 での潜航 ・曳 航調 査は 海 洋科学 技術 セ ッ
タ

ーの経常 研究 ，並 びに 今回 海底 ステ ーショ ン設 置に際 し

行われ た事前 調査 に よるものに限 られ てきた。

室 戸沖 で の 潜 航 ・曳航 調 査は,  1985 年 ２月潜 航調 査

の事 前調 査 として室戸 海 丘に おい ては じめて曳航調 査が

な され ， こ の際 海丘 東 側斜 面 （水深600 m 付 近 ） か ら

シ ロ ウ リガ イ （Ｃａｌｙpotｏｇｅｎａ sp.) の 死 貝が 発見 さ れ た

（岡村ほ か,  1986) 。 そ の後 「し んかい2000 」 第181 回

潜 航に よ り調 査が 試 みられ たが ，生物 群集を 確認 す る前

に潮 流悪 化 のため 離底 してい る。 以後 数度 潜航調査が試

みら れてい るが，黒 潮 の流れが強 く断 念されてい る （藤

倉， 私信 ）。

「1995 年 阪 神淡路 大地 震 」(1995 年 １ 月） を契機 に，

科 学 技術 庁 は 平 成 ８年 度 よ り「地 震 総 合 フ ロ ンテ
ィア

研 究」 を推 進す る運 び に な り，厂海底地 震総 合観 測 シス

テム」 の第1 号機 が ， 海洋 科学 技術 セ ンタ ーに よ り高知

県 室戸岬 沖に設 置 され るこ ととな った。 海底長 期観測 ス

テ ー ショ ン設 置の ための事前 調査 として 「かい よ う」 に

よ る地 形 探 査 ・曳 航 調 査 が 敷 設 ル ー ト沿い に 行 われ た

(K96-03,  K96-09,  K96-11) 。　こ れ まで 日仏 ＫＡＩＫＯ 計

画に おい て南 海 トラフ東部 では, 3,800 m 付近 の陸 側斜

面下部 から も冷湧 水群 集が 見つ か っていた ことから， 第

一 南室戸海 丘 南側 ・東 側斜面を探索 したところ小 規模な

が ら シ ロ ウ リガ イ群 集 が 発 見 さ れ(K96-09,  DT-5C,

-7C,  -9C),  1997 年 ３ 月先端 ステ ーショ ンが 第一 南室戸

海 丘南側の斜 面に 設 置 され た。

事前調 査と して行われ たK96-09 航 海(1996 年10 月

５ 日 セ ン ター岸壁 を 出 港 ，10 月17 日那 覇 港 入 港 ） で

は ，室戸沖 海 底 ステー ショ ン設 置予定 海域に おい て シー

ビ ー ム地 形 探 査, 6,000 m 級 深海 曳航 力・･ラ探 査 （ＤＴ －

2C ～9C,  12C, 13C) が 行 われ た （図 １， 図 ２）。 今回 予

察 的にK96 -09 の 曳航 カ タラ映 像 の解 析を行 ったの で以

Ｆに報 告す る。

５２２

２．　地形・構造概略

室戸沖では日仏海溝計画のためシービーム地形探査が

行われていたが（ＫＡＩＫＯ Ｉ Research group, 1986), 今

回海底ステーション設置にあたりケーブル敷設予定測線

の全域において調査され(K96-03,  K96-09) 精巧な地

形図が描かれた。室戸沖海底観測ステーションの先端ス

テーションが設置された南室戸海丘の南側には雁行状の

褶曲地形がみられる。その内側には斜面海盆が形成され

ていることが地形図とＩＺＡＮＡＧＩの反射像から明瞭に

読みとられ(Ashi and Taira, 1992), 南室戸海丘の南側

斜面は海溝軸に平行線構造が卓越，それと直交する

NW-SE 方向の構造は海丘東側に急斜面を形成してい

る。

3. 方　　　 法

３.１　JAMSTEC 6,000 ｍ 級 デ ィープ ・ トウ シ

ステム

今回調査に用いたデ ィープ・トゥシステムは，鉄 パイ

プ製オープンフレームに カラービデ オカｊ ラ（スーパ ー

ハープカメラ），白黒 ビデ オカメラ， 水中 ライ ト(250

W ｘ8 灯）， ステレオカノラ及び ストロボ, CTD センサ

ー，高度計 ， トラ ンスポ ンダーが収納 され た ものであ

る。 スーパーハープカメラの視野深度 は7 ～8m を 越え

るが， 曳航調 査では 曳航体か ら のび る長 さ３ｍ の鎖の

先にあ る20 cm の目盛 り付 き重 りが海底面を す れす れ

になる ようウィンチ操作がなされている。 このときモニ

ターに｡映し出 される領域は お よそ ４×５ｍ。 曳航速度 は

平 均 約0.5 m/sec. （10 分 間 で 約300 m, 1 時 間 で 約1.8

km ）に調整された。

曳航 体の水中位置は「かい よ う」搭 載の ＧＰＳ船 位 と

SSBL  (Super Short Base Line) 音響測位に よって求め

た。 水深は 曳航体に搭載されたＣＴＤ による。

3.2　 カメラ観察・記載方法

開口亀裂，崩落崖，小 ステップなどの走向あ るいは リ

ップルの方向は， 曳航体が一定方位を保ちながら曳航さ

れている ものと仮定 し求め た。 曳航 体に は長 さ３ｍ の

鎖とその先に20 cm の目盛 り付 きの重 りが取 り付け ら

れており・ この重 りが海底面をすれす れになるようウ
ィ

フチ操作がな される。 またチェーンを引 きずった際の濁

りの流れにより，底層 流の流向・流速，曳航体の進行方

向を推定することができる。

ヵ ノラによる底質観察には限 界があ り，砂 （細礫 ）以

下の粒径 の分解能はない。 また岩質の特定 も，試料採取

なくしては特別な例（枕状溶岩など）をのぞレ て 不可能

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒｅｓ･, 13 (1997)



図 １　室戸沖長期海底観測ステーション，ＤＳＤＰ-ＯＤＰ孔の位置と南海トラフ付加帯の水探図。 ケーブルルート（実線）上の

■は，北から，室戸陸上局，地震計・津波計（天海海丘と第一南室戸海丘），先端観測ステーションの位置を示す。等

水探線は500 m 間隔。白抜きの枠はK96 べ）9航海（調査船「かいよう」）で行われた曳航体調査海域を示す

Fig. 1　Bathymetric map of the Nankai accretionary prism with location of ａ deep sea long term observatory system offMuro-

to with DSDP-ODP Sites. Solid boxs on the cable route (solid line) show the location of Muroto land station, seismom-

eter and pressure gauge at Tenkai knoll and Daiichi-Minami Muroto knoll, and ａ deep sea long term observatory from

north to southward. Bathymetric contour interval is 500 m. Rectangles show deep tow servay area during the Cruise

K96-09  (R/V Kaiyo)｡

図 ２　南室戸海丘周辺の曳航体力･･ 剌則線とシービーム地形図(Ashi and Tai ｒａ， 1992に加筆j。等水探線は50m 間隔で，数

字はkm 表示

Fig. 2　Deep towed camera lines around Minami-Muioto Knoli. and Sea Beam bathymetric map of the Nankai Trough ｏ貴’

Muroto i  Modified from Ashi and Taira, 1992).  Bathimetorical contour interval IS ５０ ｍ labelled in kilometres.
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である。そのため数センチ以上の粒径をもつ礫について

は形状・粒径・明暗調をメモしたが，砂泥に関しては，

チェーンを引きずった際の巻き上げ具合から推定，採取

堆積物試料で確かめることが必要となる。

3.3　採泥

曳航体には切離装置が装備され，取り付けられたグラ

ビティコアラー，ドレッジサンプラー（門馬・堀田，

1989) により採泥が試みられた。コアラーはウェイト

をはずしたフレーガーコアラーを用いた。曳航体後部に

取り付け（ワイヤー長約6  m), 切り放し装置の操作に

より，曳航体離底前にカ・4ラにて海底の状態を目視，地

点を選定のうえ投下した。

４. ディープ・トウカメラ観察

K96-06 航海中室戸沖では合計10 測線でJAMSTEC

6,000 m 級ディープ・トウカメラ（６Ｋ camera) による

海底観察がなされた（図1 ，図2 ，表1 ）。天海海丘の１

測線（ＤＴ-2C ）以外の９測線は，先端観測点・先端ス

テーション設置場所を決定することを主目的に全て第一

南室戸海丘周辺で行われた（海丘頂部:DT-3C; 南側

斜面:DT-4C,  5C, 6C, 7C ;東側斜面:DT-8C,  9C, 12C,

13C) 。

観察記録は模式断面図にまとめた（図3 ～8）。模式断

面図の地形断面は，曳航体に取り付けられたＣＴＤ セン

サーによる曳航体深度の時系列データから作成した。曳

5２４

航体の高度は海底表層から平均３ｍ を維持するように

ウィンチ操作されている。曳航途中の巻き上げ・繰り出

しによるノイズは適宜補正した。なお各断面図の縦軸・

横軸のスケールはそれぞれ異なるが，縦横比は同じにな

るよう統一した。

以下に各測点ごとの概略を述べる。

４.１　ＤＴ-2C （図 ３）

本測線は中間観測地点（地震計・津波計設置）及びケ

ーブル敷設ラインの状況を観察する目的で計画された。

計画測線ではより北側の地点まで観測する予定であった

が，海況不良につき短縮，北側から南側にむけて曳航観

察を行った。

着底地点からしばらくの間NE-SW 方向の亀裂が多

数観察される。時には落差10 cm 程度の小さな ダラー

⌒゙ソ様構造も認められる。　トラフ軸側が上がり陸側が相

対的に下がる急崖が，9 : 05, 11 : 22, 11 : 26, 11 : 57 ，

12 : 05 （時：分）で認められた。崖の近傍には崩壊し

た砂礫が散在する。 13:09 ～13:29 亀裂が多数認めら

れる。平坦な砂泥底質の大半にはリップルが認められる

（海丘頂部よりは斜面，あるいは谷部により顕著に認め

られる）。

比較的多くの生物が認められるが，特に海丘北側斜面

では魚類（ハゲイワシ＝AI ゆＯＣゆ･halus sp.)の出現密度

が高かった。 また津波計設置予定地点（水深1,469 m

付近）では腔腸動物が多数認められた。

表1　K96-09 航海における曳航体力ｊ ラ観測測線

Table 1　Summary of deep･tow camera lines during the K96-09 cruise.

JAMSTEC Ｊ． Deep Sea Res.,  13  (1997)
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図 ３　室戸沖南海トラフ陸側斜面の天海海丘に位置するDT-2C 測線の模式断面図。曳航速度は平均約0.5  m/ 秒

Fig. 3　Schematic cross section along the Line DT-2C at Tenkai Knoll in landward slope ｏｆ the Nankai Trough ofr Muroto.

Ａｎ average towing speed is about 0.5 rn/sec.

図 ４　DC ４Ｃ測線の模式断面図

Fig. 4　Schematic cross section along the Line DT -４Ｃ ｏｎ the southern slope of Daiichi-Minami Muroto Knoll.

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res.,  13  (1997)
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図 ６　DT ･６Ｃ 測線の模式断面図

Fig. 6　Schematic cross section along the Line DT ･6C ，

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Res.,  13  (1997)



図 ７　ＤＴ-８Ｃ測線の模式断面図

Fig. 7　Schematic cross section along the Line DT-SC.

４.２　DT-3C

本測線は先端観測地点（地震計・津波計設置）及びヶ

－ブル敷設ラインの海底状況を観察する目的で計画され

た。

17 : 19 ころ礫が散在するほかは平坦な砂泥底。砂泥

底の表面には環状・線状・マウンド状の巣穴。ナマコの

這い跡が認められた。

４,３　ＤＴ-４Ｃ（図４）

本測線は先端観測地点（地震計・津波計設置）及びヶ

－ブル敷設ラインの状況を観察する目的で計画された。

巣穴の認められる砂泥底が続くが，小ステップや急崖

が多数認められその近傍は崩壊砂礫が認められる。特に

8:40 ころから9:10 ころには段差40 ～50 cm (max.  4

m ）の小ステップ並びに急崖によりグラーベソ状地形を

形成している。同様に10 : 40～50 ころには急崖が集中

し，引張場を示唆する地塁・地溝地形や開口亀裂が形成

されている。　トラフ側が５ｍせり上がる急崖（11 : 44）

のトラフ側では数段の滑落崖が認められ地滑り堆積物が

形成されている。頂部並びに末端部に認められる滑落崖

の見かけの高さは0.5 、1m 程度。滑落崖の下方には表

面に浸食性の小谷（リノ０ が甄られる細粒堆積物の斜面

が広がり，その付け根には崩落礫が認められる。平坦部

は砂泥に覆われ表層にナマコの這い跡やZoophycos 様の

生痕が多数笵られるが，末端よりでは崩壊堆積物が所々

露出する。

着底地点付近水深2､500 m 付近の海底には螺旋状の

JAMSTEC Ｊ. Deep Sea Ｒｅｓ･， 13 （1997j

ヤギ類が比較的多く見られる。2,900 m 付近でもヤギ類

が見られるが，その多くは一定方向に倒れ，泥をかぶっ

ている。他方3,800 m 以深では ヤギ類は認められずか

わって海ユリ類が観察された。

４.４　ＤＴ-5C （図5 ）

本測線はＤＴ-４Ｃに平行で北東方に離れた測線であ

る。第一南室戸海丘南方の急斜面を北西から南東方向に

下りながら観測を行った。

全体にトラフ側がせり上がる急崖が卓越する。9:

40～9:55 （水深2,500 m 付近）では比高約0.1 ～1m

のステップが繰り返し認められ，崖面は垂直に近く優白

色（モニター上）岩が露出する。表層は礫質砂泥で覆わ

れている。10 : 40～10:43 には崩落岩塊，開口亀裂認

められる（図5 ）。比高は0.5 ～1m 。斜面上位からこの

付近にかけてトラフ軸側がせり上がる急崖が卓越。 11:

08～11 : 13 の映像では２ないし３段階の ステップで

3,005 m から2,990 m にのぼる崖が認められる崖の麓付

近には１ｍ程度以下の崩壊礫が認められるとともに，

崖頂部付近では開口亀裂（幅50 cm 程度深さ１ｍ程度j

が認められた。 10:40 ～11:13 はこのように明瞭な地

塁・地溝様地形を含み多数の急崖が認められるが，この

付近全体も大局的にはグラーベソ様地形を呈するとみな

せよう。水深3,200 m 付近（11 : 30 前後j では緩斜面

の陸側に礫がはき寄せられたような地形が数段認められ

る。

水深3,600 m 付近（12:56:30 ）シロウリガイ 散在。

5２Z



図 ８　DT 7C,  9C,  12C,  -13C 測線の模式断面図。a), b) は東西方向をそろえるため時間軸を左右反転させて描いて廴ヽる。

時間軸はひと［|盛り10 分。縦横比は図１７とかわらない

Fig. ８　Schematic cross section along the Lines a) DT  7C, b) DT 一一9C, c) DT 一一12C, d) DT･･13C.

大半は遺骸。白色の深海コシオリェピは頻度は少ないも

のの4,000 m 付近で見られた。 14:30 以降は平坦地形

が続き，数視野に数個体程度の海ユリ類が認められるも

のの生物量は全般に少なくなる。15 : 07 （水深4,203

m ）には約20 × 60 cm 大の木材に底棲生物が群がる様

ｆが観察さわた。

5２８

４.５　DT-6C  (図 ６）

DT-4C,  DT 一一５Ｃ測線同様，第一南室戸海丘南方の急

斜面を中腹から南東方向に下りながら観測を行った。

着底地点（水深2,849 m ）付近から水深2,863 m 付近

（10 : 22）では連続的にcurrent ripple が認められる。

底質は礫混じりの砂泥。 rippleの波長は10 、20 cm 程
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度で馬蹄形をなす。形状から示唆される流向きは進行方

向左やや後方から右側に向けてと考えられるが，曳航体

巻き上げた堆積物はほとんど流れていない。 10:12～

15，約50 cm ～1m の崩壊礫がマウンド状に見えかくれ

する。11 : 05～11 : 10， 螺旋状のヤギ類やや増加。

CTD depth  = 3,031m (11 : 17）でトラフ側に下る急

崖。崩落崖は約50 cm ほどで露岩，比高12m ほど急斜

面を形成する崖錐堆積物。その表面には削屓（りレ）が

認められる。 11:42～11 : 43， 20×60×20, 30×50×15

cm  (=Wx  LxH) の小チャネル存在。地滑り堆積物の

末端部と思われる11 : 50 （ＣＴＤ depth = 3,175m) の地

点で，トラ７軸側が約10m せり上がる緩い崖。崖の先

は平坦な斜面で表層には巣穴認めるもののウニ・ナプ

類這い跡は少ない。白く小さく点在するのは巻き貝か？

水深3,400 m 付近にも滑落崖が認められ，地滑り崩

壊淮積物が急傾斜面に露出する。

４･６　ＤＴ-7C（図8- ａ）

本測線は･ 測線DT-5C の約3,600 m 付近で観察され

たジ ウリガイ群生を，再確認し採取すべく，北緯32

度21.153 分，東経134 度32.178 分を目標地点として

調査された。

群生観察地点からは多少はずれたらしく, 3,610 m 付

近（17:03:10 ）では数個体の貝らしき映像が見られた

ものの群生の再確認には至らなかった。着底地点（水深

3,655 111）か ら17 : 04 （ 水 深3,606 m ）付 近 まで は

NE-SW 方向（トラ７軸に平行）のcurrent ripple が認

められた。馬蹄形をなし，波長は10 ～20 cm 程度。17 : 14

～17 にかけては3･584 m から3,550 m に｡30m 以上か

けのぼる大きな急崖が見られ，貝らしき映像の得られた

地点付近まで･ 崩壊性の土石が認められる。図では他の

測線と東西方向をそろえるべく，時間軸を反転させてい

る。

４.７　ＤＴ-8C （図7 ）

本測線は測線DT-5C の北方の東西測線で･ 深度

3,000 m 付近の東傾斜斜面を西から東に,探査することが

計画された。海況の変化により進路は若干南にそれ北西

から南東に下る測線となった。 3,000 m 付近の北東向き

急斜面南端に位置する。

着底地点の底質はcurrent ripple の発達する礫混じり

の砂泥。環状巣穴が点在。rippleは波長10 c° 程度・

深度を増すにつれ，這い跡・巣穴の頻度が多くなる。

rippleも不明瞭に。 9:10ヽ-9:12（水深2,485 m 付近）･

高さ約８ｍ の急崖。面は進行方向と30 度程度斜交し，

SE  NW 方向の走向で，面を境に相対的に北東側か落ち
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る。斜面には幅５ｃｍほどの亀裂も見られたが，急崖の

麓は砂礫泥に覆われ，崩壊礫は見られない。数分手前か

ら礫質砂泥が見られ，崖上面と同じくらいの水深付近ま

で崩壊土の影響かそれとも高まりに遮られて粗粒堆積物

が掃きだめられたものか。10 時すぎ, 2,585 m 付近は

5～10 cm (Max,  60 cm）の亜角礫が認められる。 10:

26～32，進行方向右前方に下る急崖で露岩。数十cm

から数ｍ の巨礫が認められる。カタラが接近した際，

表面に虫食い状の細孔が認められ，ドレッジで採取され

た礫の形態の共通する特徴から，新生代のシルト岩と考

えられる。 10:34:55 進行方向にほぼ直行する土石流

堆積物の端（？）認める。末端での厚さ5 ～１０ cm0 ｎ :

28:25 土石流堆積物（水深2,750 m 付近）。比較的大き

なブロックが急崖をつくり，その下方斜面に広がる礫は

徐々に小さくなり，最終的には礫質な砂泥に生痕（這い

跡・巣穴・糞）を認める傾向にあり，これを何度も繰り

返す。 13:54～13 : 59 （離底点）まで右前方傾斜の急

斜面で，崩壊した優白色堆積岩が広く広がる。 10m を

こえる岩体は立方体あるいは直方体にブロック化し，崩

壊岩体は数十ｃｍから１ｍをこえる角礫一亜角礫を形

成。木片や二枚貝の遺骸が認められる

10:53:55  (2,651 m）付近で約5 ～10 cm の二枚貝

（開いてうつ伏せ状態）確認。 10:56:50  (2,663 m ），

10:57:45  (2,667 m ）付近で離弁した貝殻確認。産出

は散点的で，土石流堆積物とともに運ばれてきた異地性

のものと考えられる。

４.８　ＤＴ-9C （図8-b ）

本測線は, DT-8C の計画測線(N32 °22.5)を，今度

は東から西にむけ曳航を試みたものである。水深3,585

m 付近でシロウリガイのパッチ状群生が認められた。

着底地点では進行方向右前方から左に割れ目らしきも

のと，そこから左前方に流れ下る削痕が認められた。底

質は砂泥で生痕が認められる。また巻貝かと思われる白

い粒状物が認められる。 18:08 （水深3,560 m 付近），

18 : 11 （水深3,540 m 付近), 18 : 16 （水深3,525 m 付

近）で比高約５ｍ の急崖とその崩壊岩体が認められた。

崩壊岩体の表面は泥に覆われている。

水深3,525 m 付近の急崖をのぼってから離底点まで

は時折埋もれた巨礫やマウンドが認められるが，全体に

緩斜面が続く。

急崖より北東側の平坦な緩斜面でシロウリガイ 遺骸

（一部生体？）密集が確認された。観察時刻や深度の情

報は以下のとおり；
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（測地系はGPS Tokyo Ｄａtｕｍ）

シ ロ ウ リガ イ の殼 の長 軸 サ イ ズは お よそ10 cm, 30 ～

60 cm の パ ッチ状 に 密 集 す る。 離弁 して い る もの も多 い

が ，現地 性 の もの と考 え ら れ る。 そ の 他 の生物 と して ，

ナ マ コ ・エ ビ ・海 ユ リ類 等 認 め る が， 産 出 頻 度 は さほ ど

多 くな い 。 ヒ ト デ類 は ま れ 。 ヤ ギ類 は 認 め ら れな か っ

た。

４.９　ＤＴ-12C （図 ８-ｃ）

本 航 海 中 測 線 ＤＴ-９Ｃ では 水深3,585 m 付 近 で シi=･ウ

リガ イ の群 生 が 小 規 模 なが ら認 め ら れ た。 シ ロ ウ リガ イ

の群 生 を 再確認 ，そ の 規模 を 明らか に す る 目的 で， 本 測

線 は 測 線 ＤＴ一9C の 南 方 ５ マ イ ル ，32 °24.25'N に そ っ

て 計画 され た。 海 流 の影 響を 考 慮 し， 測 線 の 西 側か ら東

側 （浅 部か ら深部 ） に むけ て 曳 航 され た が，潮 の影 響 で

南 に 湾 曲 し た 曳 航 航 路 と な っ た。 約 １時 間 半 曳 航 した

が ， シ ロ ウ リガ イ の 発見に は 至 らな か った。

着 底 地 点 （11 : 37 ） の 底 質 はcurrent ripple の 認 め ら

れ る平坦 な砂 泥 底。 11 : 46 ， 谷 側 が 落 ち る急 崖(1.5  m)

と ， そ の下 方に は 崩壊 堆 積物 が露 出 す る急 斜面 。急 崖 に

曳 航体 が ぶっ か り混 濁 流を 発生。 そ の 先端 が 画 面を 通過

して い く 様 子 が 観 察 され た。 ま た こ の 影 響 で ｎ:46 ～

11 : 48 ま で 海 底 面 を 視 認 す る こ とは で きな か っ た 。 水

深3,400 m ～3,500 m 付 近 （12 : 17 ～12 : 23 ） 崩 壊 堆 積

物 が露 出 す る急 斜面 。

木 片 隘 巻 貝等 が多 数 付 着 し てい る のが12 : 42 付 近 で

認 め られ た。

4.10　 ＤＴ-13C （図8-d)

本 測 線 は 測 線DT-9C の 南 方 １ マ イ ル ， 測 線DT-

１２Ｃ の北 方 ４ マ イル ，32 °25.25'N に 沿 っ て曳 航 された。

着 底 地 点 （16 : 05 ） の 底 質 は 不 明 瞭 なcurrent ripple

の 認 め ら れ る 平 坦 な 砂 泥 底 。 水 深3,600 m 付 近 （17:

07 ） 谷 側 に 下 る， 急 崖 と 崖 錘 。 前後 平 坦 面 の 水深 の差

は11m 。17 : 10 ， 雁 行 状 の 亀裂 。17:19:27 崩 壊 礫 の

合間に ビ ュ ール 袋等 大 量 の ご み。

5. 堆積物試料

DT-2C からＤＴ-6C ではコアラーによる柱状採泥が，

DT  7C, 8C, 12C, 13C ではドレッジが試みられた。採泥

調査の結果は表２にまとめた。試料が採取された地点

53 ０

につ いて船上観察結果 を以下に示す。

Ｃ-５（ＤＴ-６Ｃ）：

ウェートを取 り外 し本体のみ とした フレ ーガ ーコア ラ

ーを 曳航 体後 部 に取 り付け ，約3.4  m の 高 さか ら投 下

し た。　ワイ ヤ ーの長 さは10 m 。 水 深3,676 m 。 若 干 傾

い たものの根本 まで貫入 したのが黙 視 された。 そ の結果

長 さ21 cm の乱れの少ない柱状試料が採取 された。

岩 相記載 ：

有孔 虫 含有 石灰 質 砂質 泥。 回収 され た コア の長 さは

21 cm 。 ４ cm, ８Ｃｍ 付近 コア破断 が存 在す るが， 流動は

していな い。 オ リーブ グレ ーの酸化 層は12 cm 。 表層 １

ｃｍ は茶 褐色粘 土。1 ～３ｃｍ で は有孔 虫 殼 が多 くな って

い る。

Ｄ-１（ＤＴ-７Ｃ）：

ドレッジサソプ ラー（ステ ンレスｊ ツシュのみ） を使

用。 水 深3,531 m 。４ｃｍ 径 の虫 食い 状 に孔 のあ い た シ

ル ト岩 礫, 0.5 ～１ｃｍ の シル ト岩 扁 平亜 円 礫,  1  cm 程

度の軽石が数個回収 された。 虫 食い状 に孔 のあい た シル

ト岩につ いて スノアス ライ ドを 作成 し検鏡 した ところ，

珪質海面 の骨針，珪 藻化 石が少量 なが ら観察 され た。 珪

藻 は 刀zαlassionema 属 ， Ｔｈａｌａｓｓioｓiｒａ 属 な ど の 破 片 を

含むものの堆 積物 の年 代決定には 至らなか った。

Ｄ-２（ＤＴ-９Ｃ）：

ドレ ッ ジサ ソプ ラ ー （ ステ ンレ ス メ ッ シ ュに 一 辺 ２

ｍｍ のナイ ロン・（ ツシュを挟んで使用 ）に て採泥。 水 深

3,537 m 。 容 器の３分 の２ 程度 を埋 め る泥質堆 積物 が採

取 されたのは， 後方 力ｊ ラにて 確認 された。 しか し水深

約300 m 付 近 か ら流 失 しは じめ ，最 終的 に 回収 され た

のは，軽 石片な どであ った。

Ｄ-３（ＤＴ-１２Ｃ）：

ドレ ッジサ ソプ ラー（ステ ンレス・･ツシュのみ使用 ）

を 離底 前 に 投 下 。 水 深3,639.6  m 。 底 質は 白 い 粒 状 物

（巻 貝 ？）のちらば る砂泥。 安 定 した状 態か ら投 下， 十-

数秒 間底 を引 きず ったあ と，１分後 巻 き上げ 開 始。 約ｌ

ｃｍ 以下 の磨耗 した軽 石 （石英 質 ）亜 円 礫， を数 個 体採

取 され た。 またドレ ッジサ ソプラー脇に取 り付け た柱状

採泥 器にお いて ，黄 褐色 （10YR5/2 ） 粘 土 質泥 が 約10

cc 採 取 された。

Ｄ･-4 (DT･-13C) ：

ド レ ヅジ サ ンプ ラー （ ステ ンレ スｊ ツシ ュに 一 辺 ２

ｍｍ の ナイ ロ ソ メ　（ ン ユを挟 ん で 使用 ） を離 底 前に 投

下。 明灰色 の泥が サ ンプ ラーをほぼ 満 たし回収 され た。

水深3,709 m 。 船 上 ２×2  mm ｊ 
ヅシュ
の ネ,凵ヽで洗 浄，

残 査試料を 自然 乾燥。 洗浄 後 の残 査試料は 約30 cc 。 褐
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表 ２　調査船「かいよう」のK96-09 航海中，室戸沖南海トラフ陸側斜面で採取された堆積物試料

Table ２　Sediment samples collected during the R/V Kaiyo's cruise K96-09 from the land side slope of Nankai Trough off

Murot.

5３1

鉄鉱に置換された巣穴（径約１ｍｍｘ長さ約1  cm), ゴ

カイ類（？）が大半を占め，約１ｃｍ 以下の軽石（石英

質），スコリア等の亜円～亜角細礫が少量含まれる。

６． まとめと考察

天海海丘 ・南室戸海丘周辺で行われた合計10 測線 の

曳航体 力ｊ ラ観察の結果，室戸沖南海トラフ陸側斜面 の

海底表層地形 の特 徴として，トラフ軸 側がせ り上がる数

10 cm から10 数 ｍ の急崖が卓越するこ とが明らかにな

っ た。 急 崖 の走 向方 向は ト ラ フ軸 に平 行 ない し斜 交

(NE-SW 方 向）す る。 こ うした特 徴はこ れ まで行わ れ

て きた南海 ト ラフ陸側斜 面調 査では 観察 されていない

(Kobayashi,  et  al･, 1992 ； Le　Pichon　ｄ　αX･, 1992 ；

Lallemant,  et al･, 1994) 。 また南室戸海丘南方の急崖で

は 大 規模 な海底 地滑 り地形 が少な く とも３ ヶ所 （ＤＴ-

4C,  3,300 m 付 近;  DT-6C,  3,100 m 付 近,  3,400 m 付

近）で 見つか った。 これらはいずれも斜面中下部に位置

す る。 第一南室 戸海丘 東側斜 面は トラフ軸に 直交す る

NW-SE 方向の走向を持つが，斜面上部 のDT-8C 測線

では土石流堆積物が卓越し，斜面下部から緩斜面にかけ

て のDT-9C,  -13C,  -12C  ( 北 から 南 の順 番） 測線では

傾斜変 換点付 近で崩 落物を 伴 う急崖(DT-9C,  3,550 m

付 近;  DT-12C, 3,400 ～3,450 m 付 近 ），緩 斜 面 内 の 崩

落崖 （い ず れ の測線 も3,600 m 付近 ） が認 めら れた。

シ ９ ウ リ ガ イはDT ’5C, -7Cに9C で ， い ず れ も 水 深

3,600 m 前 後 に 認 め ら れ た。 産 状 は パ ッチ状 （直 径

30 ～60 cm 程度j あ るい は 遺骸 の散 在を 示 し規模は 大

きくない。

日仏KAIKO 計画 では 東部 南海 ト ラフ陸 側斜面 の ス
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ラスト帯に｡おいて潜航調 査が行わ れ, shallow detach-

ment fault （水深3,800 m 付 近 ） がfront thrast （水 深

4,000 m 付近）の上位斜面に露出しているこ とが見いだ

され（Ｌｅ Pichon ｄ α1･, 1992), 冷湧水群集はshallow

detachment fault 付近 あ るい はoverthrust し た堆 積物

の うえ に生 息 してい る と 位 置 づ け ら れ た(Chamot-

Rooke etal., 1992 ； Lallemant, ｄ㎡｡, 1994) 。 日本海溝陸

側斜面でメガシアー帯に密接な関係で産出するナギナタ

シ,=･ウリガイを 見いだした藤岡ほか(1993) は ，1 ）地

下からのpathway として の逆断層，2 ）堆積物 の被覆，

が冷湧水群集形成の条件 と考えた。

今回見いだされた南室戸海丘東側斜面傾斜変換点付近

の急 崖(DT-9C,  3550 m 付 近;  DT-12C,  3,400～3,450

m 付近），南 側斜面 の地 滑 り崩 落崖(DT-4C,  3,300 m

付 近;  DT-6C, 3,100 m 付近, 3,400 m 付 近 ）は ， シ ー

ビーム地形記録(KAIKO Ｉ Research group,  1986 ；

K96 一〇3, K96-09, 未公表 デ ータ）・サイド スキャソソ

ナー音響反記録(Ashi and Taira, 1992) から一連のス

ラストないし派生 スラストの可能性が指摘 され うる。 南

室戸海丘南側の急斜面には大規模地滑 りが存在するが，

スラストの潜在に起因する断層地形の一つ と理解できよ

う。

また本地域に特徴的に認められた トラフ軸側がせ り上

がる急崖群は， 一部 スライデ ィングした スランプ堆 積物

の可能性もあるが，多くは側方へ連続的かつ繰 り返 し ク

リープしてい るように見受け られる。ＤＴ一5C では スラ

ストを示唆する大規模地滑 り地形は認められない ものの

同層準に シロウリガイが認 められ湧水循環 が示 唆 され

る。この地点では1997 年 ３ 月先端 ステ ーションが設置



され初島ステーション（門馬ほか, 1994,  1995, 1996)

に続き観測が開始された。構造地質的位置づけをより明

確なものにするため海底観測ステーションケーブル敷設

域について音響断面データを取得したうえで総合的に解

釈することが今後望まれる。
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